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1.会社概要



2.企業の障がい者雇用のルール

◎ 法定雇用率制度

従業員が一定数以上の規模の事業主は、従業員に占める身体障害者・知的障害者・精神障害者の割合を「法
定雇用率」以上にする義務があります。（障害者雇用促進法43条第1項）

民間企業の法定雇用率は2.3%です。従業員を43.5人以上雇用している事業主は、障害者を１人以上雇用しな
ければなりません。

厚生労働省HPより

◎ 障害者雇用納付金制度

•法定雇用率を未達成の企業のうち、常用労働者100人超の企業から、障害者雇用納付金が徴収されます。
•この納付金を元に、法定雇用率を達成している企業に対して、調整金、報奨金を支給します。

◎ 雇用の分野における障害者の差別禁止及び合理的配慮の提供義務



3.社内における障がい者雇用の歴史

◎ はじめての障がい者雇用

◎ 専門部署の設置



4.ジョブ・コーチ等支援員の関わりについて

◎ 支援員に求めること



5. 支援員の支援内容の範囲

朝、起こして
仕事へ送り出し
てくれるの？

どんな支援をし
てくれるの？

それぞれの
役割りは？

支援してくれる
期間は？どんな関りを

持っているの？



6. 支援機関との連携の重要性

〇 45歳 男性 知的Ｂ２ 浄水場勤務

採用当初の課題
銭湯まで自転車で15分

お兄さんと２人暮らし

「捨てられない性格」

ヘルパー事業等の活用を拒否
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継続雇用の課題

〇 34歳 男性 知的Ｂ２ スポーツ施設勤務

表面化してきた課題
父親と母親との関係

家での問題行動



7.支援する人の大切な役割

人間としての関わり

正しく見極める笑顔がもつ力

事実が全て？



8. 就労支援機関に期待すること

〇 当事者の情報を正しく把握する

〇 就職準備の大切さと企業の採用基準

〇 連絡したことに対する対応のスピード

〇 企業との連携は、企業を知ることからはじまる


